「環日本海域環境研究センター設立10周年記念国際シンポジウム」

－環境研究の拠点としての10年間，そして，これから－
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　寒さもひとしお身にしみる季節となりましたが，みなさまにはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　さて，環日本海域環境研究センターは前身となる自然計測応用研究センターの時代を含めると本年をもって設立11年目になります。自然計測応用研究センターは，「低レベル放射能実験施設」，「電磁場制御実験施設」，「臨海実験所」ならびに「植物園」の４施設を配置・転換するとともに環境科学分野での実績のある理学部・工学部の教官を新たに加え，自然環境科学と環境工学という理工融合の教育研究施設として2002年4月に設立されました。その後の学域再編によって理工学域が誕生したことを考えると，自然計測応用センターはその先駆けとなったと言うことができようかと思います。

　その後，本学における21世紀COEプログラム「環日本海域の環境変動と長期・短期の環境変動予測」の実施にあたって自然計測応用研究センターはその中心部局として機能いたしました。さらに，長年にわたる地域研究の実績をほこる本学「日本海域研究所」などとの統合のもとに， 2007年4月にあらたな学内研究組織「環日本海域環境研究センター」として再編されました。この再編によって本センターは，自然環境の解析や環境工学における最先端の調査研究能力に加え，環日本海域という地域に特化した環境問題に対処できる機能をあわせもつ存在になったといえましょう。

　そこで，自然計測応用研究センターの設立から10年が経過したことを記念し，本国際シンポジウムを開催するはこびとなりました。このシンポジウムの第一部では，この10年間に当センターの各領域・部門にてえられた研究成果の概要を各領域・部門の紹介とあわせ報告いたします。つづく第二部では，環日本海域とは東アジアの中核地域であり，その地域における環境研究の拠点の展開という観点から，当センターが東アジアにおける知の拠点のひとつとして今後その機能をさらに充実させ発展させるために，各領域・部門で推進されている先端研究や先端技術を紹介いたします。そして第三部では，みなさまのご評価，ご意見をいただき当センターの今後の発展にむけての議論を深めたいと思います。

　年末のご多用のおりとは承知しておりますが，どうかみなさまにおかれましては万障お繰り合わせの上，ご参加いただきますようお願い申し上げます。本シンポジウムにてみなさまの忌憚ないご意見を頂戴できれば幸いです。また，このシンポジウムの開催と時期をあわせ，2012年12月10日（月）から同14日（金）まで，金沢大学自然科学本館アカデミックホールにてポスターセッションを開催いたします。これもあわせご高覧いただければ幸いです。

　なお，シンポジウム後にはKKRホテル金沢にて親睦会を開催いたします。シンポジウムとあわせご出席たまわれれば幸いに存じます。

日　時・会　場

期　間：2012年12月13日（木）

　　　　（ポスターは12月10日～14日，自然科学本館アカデミックホール）

会　場：金沢市角間町金沢大学角間キャンパス

　　　　金沢大学自然科学系図書館棟大会議室

連絡先：金沢大学環日本海域環境研究センター　塚脇真二


電話：076-264-5814，電子メール：tukawaki@t.kanazawa-u.ac.jp

親睦会：KKRホテル金沢（19:00開宴，会費6千円）

（金沢大学自然研前バス停から会場行きバスが運行されます。18:30出発）
親睦会への参加をご希望の方は，下記の必要事項を記入の上，本メールを上記連絡先にお送り下さい。

----------------------------（親睦会回答欄）----------------------------

１．ご芳名：

２．ご所属：

３．親睦会会場行きのバスを 利用する 利用しない（不要な方を消去ください）

４．その他，お問い合わせ・ご要望など：

-------------------------------------------------------------------------

